今日は三月二日ミニバレーの日です。全国各地の愛好者・協会の皆様にお祝いと更なる連帯のメッセージを送ります。

二十九回目の「ミニバレーの日」を迎えることが出来ました。札幌協会や大樹町では楽しいイベントが行われています。
大樹町には嬉しいことに　陸前高田市の大和田さんご夫妻がサプライズで参加されることになりました。東日本大震災からまもなく３年になりますが、平成二十四年七月、「ミニバレーで岩手の元気づくり応援志隊」が被災地支援活動の際に大変お世話になった方です。大和田さんは牡蠣の養殖業を営んでいますが被災者のお一人でもあります。先日十勝川温泉で応援志隊のメンバーと久々に交流して、被災地のその後の様子を聞かせてもらいました。
大和田さんの牡蠣養殖事業は、まだ震災前の四割程度の操業だそうで、復興にはまだまだ時間が掛かるとのことです。
ミニバレーがほんとに元気づくりの支援となったのかと自問していましたが、いろいろな形で根を下ろしているとの嬉しいお話しも聞かされました。たくましく、力強く復興・再建しようとする皆さんからエネルギーをもらう私たちですが、いま、ミニバレーを楽しむことが出来ることを喜び、幸せに感謝しながら仲間を大切に世界の人々と「であい・ふれあい・わかちあい」の絆を強くしてともに頑張りたいと思う今日この頃です。
「今日の日」がミニバレーを愛する皆様や協会の更なる発展をめざす希望の日となりますようご祈念申し上げます。
　　　　　　　平成二十六年三月二日
　全日本ミニバレー協会 /　北海道ミニバレー協会　会　長（大樹町）　小　　島　　秀　　俊　・外  役  員　一　同
